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ABSTRACT
Despite the history of oppression of Chinese schools in the past and a solid national 
education system in Thailand, Huachiew Chalermprakiet University—the first and steadily 
operating Chinese-oriented higher education institution in Thailand—was successfully 
established by an overseas Chinese foundation. This study aims to clarify the enabling 
conditions for the establishment and continuous operation of the university by reviewing 
previous researches on Chinese schools and the overseas Chinese foundation in Thailand.
The results of interviews with stakeholders of both the university and the foundation were 
analyzed. Findings show that there is a strong psychological bond, which embeds the 
continuous mutual relationship (bunkhun) between the overseas Chinese people’s spirit of 








































































地の調査協力者を通して、訪問調査の許可を得た。その上で、2019 年 7 月 22 日（月）から 7
月 31 日（水）まで、筆者自らがバンコクに赴き、華僑崇聖大学ならびに設置者の華僑報徳善
堂を訪問し、聞き取り調査ならびに関連資料の収集を行った。実質的な聞き取り調査は、7 月








ト（Siriwan Tantawanich）氏が 10 時 30 分から昼食を含めて約 3 時間対応して下さった。華
僑報徳善堂では、現董事長のウィチアン・テッチャパイブーン（Wichian Techapaiboon／鄭偉



















小さな助産院からスタートした華僑医院は、1978 年 6 月 19 日には 22 階建て、24 時間診
療の近代的な総合病院となっている28。1979 年 5 月 8 日には、ラーマ 9 世（プーミポン国王）
とチュラーポーン王女が開院式典に行幸された29。また、1982 年 12 月 24 日には、先述の助
産師学校（看護学校）を母体とする華僑学院（単科大学）の設置が認められている30。同学院
は、最初は看護学部のみであったが、その後、社会福祉学部も設置された31。
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そして、1910 年に建立された大峰祖師廟（報徳堂）の 80 年周年にあたる 1990 年に、国王、















































ru phua rap chai sangkhom）」と読む。同大学の図書館の壁に
は、この建学の精神が掲げられており、タイ語、華語（學成
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(1) 華僑報徳善堂の発展史における華僑崇聖大学の位置






































マ 9 世の母や姉も行幸されたことがあるという。1946 年には、ラーマ 8 世、後のラーマ 9 世
が揃って、華僑報徳善堂、華僑医院に行幸されたことがあり、1,000 バーツ寄付されている40。
さらに時代を遡ると、ラーマ 6 世の治世（在位 1910～1925 年）にも 2,000 バーツの寄付を得
ている41。ちなみに、華僑報徳善堂の 100 周年を記念して編纂された『百年創堂 世紀善積
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